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◇◇◇◇◇◇令和５年度の後半開始！「あいさつ」・「感謝」を大切に◇◇◇◇◇◇ 

 おはようございます。 

１０月１８日になりました。令和５年度の後半に入りま 

した。東祭が終わって、親善音楽会も終わり、先週はバス 

ケットボールの新人大会が始まりました。今日は、皆さん 

の近くで活躍している高校生の話をします。 

ちょうど一年前になります。長野東高校の駅伝部が、初 

めて全国大会で優勝したというニュースが飛び込んできま 

した。この写真は、アンカーの選手ですけれども、今も大 

学で頑張って競技を続けています。 

長野県としても初めての優勝、５人で襷をつなぐ駅伝と 

いう競技です。この６年間の成績ですが、２位、２位、 

９位、２０位、７位、優勝。２年連続２位の時のメンバー 

が、大学や実業団で今も活躍しています。２年前の東京 

オリンピックにも一人参加していました。そんな中、監督 

が代わってしまったんです。２０２０年、２０位になった 

時には「長野東は終わったな」なんてことも言われていま 

した。ところがそこから７位、優勝と成績を残しました。 

何がすごかったのか、ということについて話します。 

犀川の河川敷には、画像のようなコースがあって、ここ 

で練習しています。実は、校長先生も時々ここで走るので 

すが、走っていると必ず高校生が「こんにちは」とあいさ 

つをしてくれます。こちらはゆっくり走っていて、高校生 

は日本一ですから、ハァハァ息を切らして走りながらあい 

さつしてくれるので、気持ちの良い子たちだなぁと思って 

見ていました。 

このコースは何キロもあるのですが、きれいにホウキで 

掃除がされています。練習の前に必ず掃いて、練習が終わ 

って真っ暗になってもきれいに掃いて、練習場所を大事に 

しています。台風の時には大きな被害を受けていて、県大 

会で優勝してとても疲れて帰ってきた日の夜に台風が通過 

し、マラソンコースの木が倒れたり、枝などが散乱したり 

している状態になりました。驚いたのは、次の日の朝、疲 

れているはずなのに朝早くから選手みんなが起きて、軍手 

をはめて枝の処理したり、掃除をしたりしていました。す 

ごいなぁと思って、自分たちの練習している場所に「感謝」 

しているのがすごく伝わってきて、応援したくなる子たち 

だなと思っていました。 



 こういった経験もしながら頑張っている子たちです。や 

っぱり「あいさつ」って大事なんだなと思いました。気持 

ちの良いあいさつ、それが自分を高めていくのかなと思い 

ました。そして、「感謝」「ありがとう」という気持ちも 

大事ですね。みんなのことを真剣に考えてくれている先生 

方が東中学校にはいます。そして、みんなのことを大事に 

考えてくれている友達がいます。みんなのことを応援して 

くれているお家の方がいます。ぜひ、「あいさつ」と「あり 

がとう」そんな気持ちで、今年度の後半、開始してほしい 

と思います。 

長野東高校の駅伝を指導していた監督は、どうしてもと 

いうことで、自分の母校になる日本体育大学の監督に招か 

れたのが、３年前でした。ちょうどこの土曜日、箱根駅伝 

の予選会がありましたが、今年も予選を勝ち抜き箱根駅伝 

への出場を決めていました。注目してみてほしいと思い 

ます。 

 日曜日には、MGC（マラソングランドチャンピオンシップ） 

が行われました。来年のパリオリンピックの予選会ですが、 

そこで３位になった細田選手も長野東高校の OGなので、 

今後どうなるのか、応援していってほしいと思います。 

終わります。 

 

【校長講話 生徒の振り返り・感想より】◇◇◇◇◇ 

○すれ違う際の挨拶などは受験に向けて意識していたけれど、家族になかなか「ありがとう」と伝えられ 

ていなかったことに気づいた。家での勉強や生徒会の仕事などが増えてから家族に頼る場面が増えて 

きているのに、それが当たり前になって感謝できていないのかも、と思うとちょっとヤバいなと思う。 

これから自分のことは自分でやるのはもちろん、普段の生活をもう一度見直し、やってもらっているこ 

とに対してきちんと感謝を伝えていこうと思う。 

○長野東高校の方々は、挨拶や練習できていることに感謝をすることで、地域の人々と繋がりを得てい 

た！私も地域の方々に挨拶をすることから始めて、繋がりを持ちたいと思った！ 

○何かを努力ができること・何かに打ち込むことができることに改めて感謝しようと思った。この状態 

は当たり前ではないし、いつか壊れてしまうかもしれないものだから感謝しながら生活したい。また、

その感謝の先に成功が待っていることを忘れないようにしたい。 

○優勝することが大事なのではなくて、優勝するまでに取り組んだ過程が大事だということが分かった。 

○挨拶をすることや感謝の気持ちを持つことは、より良い結果に導いてくれるんだなと思った。自分も 

これから挨拶をしたり感謝の気持ちを忘れないで生活していきたい。 

○11月にも人権月間があるので、挨拶などをしてまわりの人との関わりなどを大切にしていきたいと思 

いました。 

 

◇◇◇保護者の皆様へ（お願い・お知らせ）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇    

○気温も下がり、朝夕は寒くなってきました。インフルエンザの話も耳に入るような季節となっています。  

これから受験期となる３年生はもちろんですが、１・２年生は部活動で新人大会やコンテストに向け  

新しい体制での活動が始まり、ますます忙しい時期を迎えています。健康観察や健康管理、風邪・感染 

症予防へのご配慮を、引き続きお願いいたします。 


